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令和５年第１０回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和５年７月２６日、大川市役所大会議室において、令和５年第１０回教育委員会（定例会）を開催

した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １５時３０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

 委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

委 員  今村 秀一 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主幹指導主事     藤岡 忠司 

学校教育課学務係長       西村 勇次郎 

生涯学習課課長補佐       米永 英人 

生涯学習課文化・社会・人権・同和教育係長 田中 健太郎 

記録者・学校教育課総務係    相浦 一也 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第２６号 学校薬剤師の解嘱について 

（２） 議案第２７号 学校薬剤師の委嘱について 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 南筑後地域未来の地域リーダー育成プログラムについて 

（３） 大川市青少年育成市民大会について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１）小中学校は２１日から夏休みに入った。直前の校長会で子供たちの安全・安心のために行政 

がやるべきことの確認を行った。宮若市で夏休み初日に小学校６年生の３名が川遊びをして

いて水死した事故を受け、即日、各小中学校に安全注意喚起をおこなった。 

  （２）文化センターの自主事業が７月１５日の土曜日に「吉田兄弟の三味線だけの世界」が開催さ 

れた。久しぶりのフル会場設営で、９５０人弱の入場者があり、盛況だった。 
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  （３）７月２２日土曜日に筑後地区の青少年弁論大会が文化センターで開催された。筑後地区内の 

   弁論大会を勝ち抜いてきた１８名の中高生が参加した。大川からは大川桐英中学校３年の龍 

   穂華さんが準優秀賞を受賞した。「２４万人」という論題で、友達の不登校をテーマに、「学校

に来ることに勇気がいる人がいる、話しかけをしたい。」ということを話してくれた。 

（４）前回審議いただいた大川教育委員会の点検評価に関しては８月２日に久留米大学の荒井副

学長に講評をいただきに行こととしている。 

  

８．議事の大要 

審議事項 （１） 議案第２６号 学校薬剤師の解嘱について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （２）議案第２７号 学校薬剤師の委嘱について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２）南筑後地域未来の地域リーダー育成プログラムについて 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

市がしているインリーダーとの違いは？ 

 

インリーダーとは趣旨が違うもので、未来の地域リーダーを育てるということ

で県が行っている事業である。 

大きな違いは、インリーダー・ジュニアリーダーは大川市内の子供達を対象に

しているもので、今回のものは南筑後の各地区から代表が集まって交流ができる

ものであり、中学生を対象にしている。以前は田川近辺で田川飛翔塾ということ

でこのような地域リーダー育成があっていて、とても成果が出ていて、これを県

内に広げたいということで、昨年は京築地区であり、今年南筑後地区でどうかと

いうことで声がかかったようである。 

各地区から地域リーダーが出てくるので、かなり刺激になる研修ではなかろう

かと思う。 

インリーダー・ジュニアリーダーに関してはどちらかというと体験活動に特化

したものが多いようであるが、これについては、文化とか宇宙とか色んな分野か

ら素晴らしい講師がいるので、内容的にはこちらが高度かなと思う。 

 

継続していく事業か？ 
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事務局 

 

 

これからも継続していく事業と思う。 

 

報告事項 （３）大川市青少年育成市民大会について 

質問・意見等なし 

 


